
震災復興支援・顕微鏡贈呈 報告書 

2012年8月2日   
日本顕微鏡工業会事務局長 長野主税 

 
【１】経過 

6月5日、岩手県内の産官学連携組織「いわて未来づくり機構」より工業会事務局へ「県内水族館 
より顕微鏡支援要請に伴うご相談」として実体顕微鏡2台、光学顕微鏡2台の寄贈に関するＦＡＸが 
届いた。6月8日開催の工業会定時総会におけるアナウンス、12日付会員宛てメールによる寄贈申出 
の募集を行ったところ、会員6社より合計11台の応募を頂いた。機構担当者、水族館代表との調整に 
より7月20日に5社9台の納入（1社2台は8月末納入予定）、23日に贈呈式を行うこととし、当日 
は工業会より長野が出張参加した。 

      贈呈式は滞りなく執り行われ、関係者より感謝表明があった。また岩手県内のマスコミによる報道も 
あり、地域限定ではあるが工業会のＰＲもできた。 

 
【２】贈呈先 

もぐらんぴあ･まちなか水族館（宇部 修 代表） 
[施設概要]  http://www.citykuji-kougyou.com/moguranpia 
1994年、岩手県久慈市に国家石油備蓄基地の地下作業 
杭を利用し開館。2011年 3月 11日の震災・津波により 
全壊･閉館したが、同年 8月 5日に久慈市内の空き店舗 
を利用し再開した。 2014年に元の所在地に防災機能を 
備えた水族館として再建する予定。 

 

【３】贈呈顕微鏡（贈呈会社名 50音順） 

オリンパス株式会社 生物顕微鏡 CX22LED（明視野仕様・木箱付）2セット  
カートン光学株式会社 実体顕微鏡 M9199 CBSBL-40（透過照明付）2セット 
スカラ株式会社 携帯端末用顕微鏡 Pocket Micro（iPod Touch付）1セット 
株式会社ニコン 生物顕微鏡 ｴｸﾘﾌﾟｽ 50iB-15-3（Plan対物w/o 100x）2セット＊  
マイクロネット株式会社 実体顕微鏡YS02Z2ズン太2（LED照明付）2セット  
メイジテクノ株式会社 実体顕微鏡 EMZ-5（落射･透過LED照明付）2セット  

 
＊印は8月末納入予定、他は7月20日納入済み。 
顕微鏡納入時には右図（例）のラベルを本体・ユニットに貼付。 
贈呈顕微鏡の総額（カタログ価格）は約220万円相当。 

 
【４】贈呈式 

2012年7月23日(月) 11:00より久慈市まちなか水族館内にて執り行う。 
[出席者]  ・もぐらんぴあ･まちなか水族館代表 宇部修氏 

・岩手県立大学･地域連携室 大向昌彦氏（今回のコーディネータ） 
・日本顕微鏡工業会 事務局長 長野主税 
・岩手朝日テレビ 久慈駐在員 坊良義弘氏 
・岩手日報社 久慈支局長 佐藤俊男氏 
・デーリー東北新聞社 久慈支局長 水野大輔氏 
・久慈市総合政策課まちづくり振興課主任 広崎寿氏 
・もぐらんぴあ･まちなか水族館 スタッフの皆さん（7名） 

    
 [贈呈の言葉・目録] 資料1・資料2参照 

 
[贈呈品展示]  右図（各1セット＋カタログ） 

     
 

 

 

 

http://www.citykuji-kougyou.com/moguranpia


【５】報道状況 

・岩手朝日テレビ：スーパーJチャンネルのニュースで23日18:36より放映（資料3＊） 
   ＊入手したDVDは、VR_MOVIE.VROファイル（地デジ録画）で、これを再生・編集した。 
・岩手日報社：24日付朝刊の沿岸版に記事掲載（資料4） 
・デーリー東北新聞社：26日付ホームページに記事公開（資料5、新聞記事は未入手） 
・久慈市役所：9月1日発行の「広報くじ」に掲載予定 

 
【６】あとがき 

贈呈式は震災から500日目となる日に行われた。小さな水族館であるが、再生復興に取組む関係 
者の熱意に心打たれた。寄贈顕微鏡は、要請に対し性能・台数とも充分すぎるものであるが、復興 
支援として県内各施設を含め大いに役立てて頂くことになろうと感じた。報道も地域限定で派手さ 
はなかったが、工業会の存在をポジティブにPRできたことは意義あることであった。 
支援要請に対し直ちにお応えして頂いた寄贈会社の方々の篤志に深く感謝いたします。 

以上 
 

 
[資料１] 贈呈の言葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[資料2] 贈呈品目録 
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[資料3]    7月 23日 顕微鏡贈呈式の報道（岩手朝日ﾃﾚﾋﾞ･ｽｰﾊﾟｰＪﾁｬﾝﾈﾙより抜粋） 

アナウンサー原稿文 

津波で全壊し、去年久慈市駅前で再開した「もぐらんぴあ・まちなか水族館」に、生き物の観察や研究に役立てても

らおうと顕微鏡が贈られました。これは顕微鏡の製造メーカーで組織する日本顕微鏡工業会が、震災で顕微鏡が流出し

て魚の病気を調べたり微生物の観察ができない状況にあることを知って寄贈したものです。  
今日は日本顕微鏡工業会の長野主税事務局長が、生物顕微鏡など合わせて 11 台の顕微鏡の目録をまちなか水族館の

宇部修代表に手渡しました。 （宇部修代表）「子供達とか多くの方々に、そのミクロの世界の楽しさとかを是非分かっ

ていただけるような方法でこの機械を使って頂くのが一番いいのだろうなと思います。」 
もぐらんぴあ・まちなか水族館では、子供たちが海の生物について自ら体験して学ぶ機会を広く設けるなどして、顕微

鏡を活用していきたいとしています。 
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[資料4] 岩手日報 24日朝刊・沿岸版より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 [資料5] デーリー東北新聞社 ホームページ・ニュース（26日23:08）より 
 

 

 


